
ウ 研究委嘱（平成１２・１３年度埼玉県教育委員会・上尾市教育委員会） 
（ア）研究主題 

    豊かな心を育む環境を考える ～幼児期の道徳性の芽生えを踏まえて～ 

（イ）研究の概要 

  ａ 研究の仮説 

     いろいろな遊びを通して、様々な体験ができる環境の構成や教師の援助により、幼児が

十分に自己を発揮し、のびのびと生活したり、友達や自然と関わったりして遊ぶことがで

き、心身ともに健康で思いやりのある子を育てることができる。 

 

   ｂ 研究の全体構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標 

〇明るく元気な子 〇豊かな心の子 〇進んでやる子 

研究で目指す幼児像 

よく見、よく聞き、よく考え、友達と一緒に生き生きと楽しく遊ぶ子 

研究の視点 

感動する心を育てたり、一緒に遊ぶ楽しさを味わせたりして、充実感のある園生活が送れ
るようにするにはどうしたらよいか。 

研究の手立て 

〇一人一人の幼児の感じ方や気付きを受け止め、幼児の思いを大切にし、一人一人に応
じた教育を心掛ける。 

〇友達と遊ぶ中で達成感、挫折感、葛藤、充実感などが体験できる環境のあり方や自分
を抑制できる自己統制の力を育てる指導のあり方を考える。 

〇身近な動植物や自然に親しむ保育に努め、見たり、触ったり、世話をしたりする体験
を通して、優しい心や生命尊重の精神を育てるように努める。 

〇安心して自分の気持ちや考えが行動や言葉で表現でき、幼児同士が支え合い、育ち合
えるような温かい人間関係を育てる指導を心がける。 

〇家庭との連携を図り、基本的な生活習慣や望ましいものの見方、考え方が身に付くよ
うな指導を工夫する。 

 

保育実践 
 

研究の成果・課題 
 

研究の仮説 
 

研究の主題 
 

＜保護者の願い＞ 

いろいろな
友達と仲よ
く元気に遊
べる子 

＜教師の願い＞ 

思いやりの心
をもち、生き
生きと園生活
のできる子 

  



  ｃ 具体的な取組 

 （ａ）４歳児 

     事例１ ４月～６月   「みんなでお片付け！」 資料８ 

     事例２ ５月中旬     「どうして仲間に入れてあげないの？『Ｓ子ちゃんはだめ！』」 

資料９ 

     事例３ ６月中旬    「言葉で伝えて！」 資料１０ 

     事例４ １０月中旬   「友達と一緒って楽しいな『忍者の修行ごっこ』」 資料１１ 

     事例５ １１月頃    「ルールを守ろう」 資料１２ 

     事例６ ２月頃～５歳児６月頃  「ルールを変えると楽しいね！」 資料１３ 

（ｂ）５歳児 

     事例７ ６月下旬    「友達と一緒に作ろう」 資料１４ 

     事例８ ７月      「いっぱいとれたよ！」 資料１５ 

（ウ）成果と課題  

  ａ 成果 

〇生活経験の異なる幼児が、一人一人の特性に応じた発達を成し遂げていくためには、教

師の役割や環境の構成が大切である。発達に必要な体験を主体的に重ねていくことがで

きる教師の援助や、幼児が自ら学ぶことができる環境構成に努めることが必要である。 

〇幼児は、集団の中で友達と関わることでトラブルも起こすが、トラブルを通して自分と

違う考えのあることに気付いたり、自己主張したりしながら相手を意識した生活ができ

るようになる。こうした中で友達の真似をしたり、認め合ったりする心の成長が見られ

る。 

〇教師は、幼児と共に生活する中で、幼児同士の遊びの様子を見守ったり、時には率先し

て遊びに加わったり、幼児が何を楽しんでいるのかをよく見たりして、遊びが発展する

ような環境の構成や援助をすることで、教育的に価値のある活動につながる。 

〇幼児の遊びから、何が育っているか、何を育てたいのかを常に念頭において保育を心が

けることにより、幼児にかける言葉や手助け、環境の構成などが的確にできることから、

保育の評価反省と、一人一人の幼児の育ちを日々見つめることが大切である。 

〇教師が、幼児の遊びを豊かにするようなきめ細かな環境を整えることで、幼児の遊びは

活発になり、そこで遊ぶ友達と関わる心も育つことから、幼児の発達にふさわしい経験

ができるような環境の構成に努めることが大切である。 

〇身近な自然や動植物との関わりは、継続して行うことで変化に気付いたり、扱いに慣れ

たり、感動の喜びを味わったりすることができる。このような経験を通して、幼児期に

育てたい感性や様々な心の育ちが見られる。 

   ｂ 課題 

〇一人一人の育ちのみならず、集団の育ちも考え、幼児が満足できる関わりをもつととも

に、きめ細やかな気配りのある指導に心がけ、充実した園生活が過ごせる環境の構成と

援助の工夫を図る必要がある。 

〇幼児期の教育は、家庭との連携が必要であることから、信頼関係を築き、安定した生活

環境の中でよりよい成長ができるように努力する必要がある。 

〇保育所や小学校との連携を一層密にし、中学生や地域の高齢者などとのふれあいの機会

を積極的に設けていく。 


